
 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 天候に恵まれ、スタッフを入れ４０名の参加者がありました。 

理事長の挨拶の後、生態系に関わる千種先生から朝の挨拶の後、網を使っての魚の採り方、魚の

潜んでいる場所等、実際に網を手にして詳しい説明がありました。川に降りる道まで作ってあ

り、小さい子でも一人で簡単に入ることができました。１時間ほど川に入りましたが、昨年に比

べ極端に収穫が少なく、網に入る生き物は「ザリガニ」ばかりでした。千種先生によりますと、

原因は大雨との事でした。でも、メダカ・ドジョウ・フナ等５０匹近くが採れ、勉強の題材とし

ては十分な数でした。子どもたちより、親の方が夢中になっていたように感じます。市の広報の

方も取材に来ていただき、富士見市民大学のＰＲにも、つながったのではないでしょうか。 

東京の子が２名おり、川に入ることも初めてとの事でしたが嬉しそうに喜んでおりました。 

参加者が川で夢中になっている姿を見て、スタッフの一員として今まで実施してきて本当に良か

った。“親子さんたちに良いことをしているんだ“と言う気持ちになりました。 

最後、全員に魚の「シタジキ」などを配り１１時半ごろ解散しました。 

 

  

  

親子と野あそび・特別コース 

●魚とり（江川編）平成２７年９月１３日（日） 

富士見江川 あぶら橋付近（下流） 

講師：埼玉県生態系保護協会 富士見支部  



 

 

 

 

 

 

  

 


